
死者が1,190人
負傷者が7,260人の人的被害が発生

長野県では震源地の位置、規模、発生の季節、時間、風速等の
条件を前提に地震の被害想定をしています。

⇒水、食料、携帯トイレ等を家族の人数分、3日分、
できれば一週間分の備蓄を！

（糸魚川－静岡構造線断層帯（全体） を震源とする
マグニチュード8.5の地震が発生した場合） 

糸魚川－静岡線（全体）を
震源とする地震が起こると

死者のうち約9割の1,070人が建物倒壊等によるものと予測。
⇒まずは自分の命を守る行動を！

震度6強以上の地震では人は、はわないと
動くことができず、固定していない家具の
ほとんどが移動し、倒れるものが
多くなります。⇒家具の固定を！

全壊・焼失が24,220棟
半壊が19,940棟の建物被害
が発生⇒建物の耐震化を！

地震直後に115,490戸で停電
106,475世帯で上水道が断水

松本市で最大震度７の揺れ


